






















































































































































　『「親学」の教科書』によれば，2005 年 10 月に発表された PHP 教育政策研究会（高橋史朗主査）に
よる「活力ある教育の再生を目指して―学校・教師・親・教育委員会を元気にする提言―」の中の
「親学アドバイザー」を具体化するため，PHP 総合研究所の中に PHP 親学研究会（高橋史朗主査）が
発足した，とされている。




























































































のは，2005 年〜06 年にかけてであって，その集大成が 2007 年の『「親学」の教科書』であると言う





書籍の多くが PHP 研究所から出版されているだけではなく，「親学」自体が，PHP の教育改革に関
する議論の中から生まれたと考えられるからである。




　そもそも PHP とは，「Peace and Happiness through Prosperity」（繁栄によって平和と幸福を）の
頭文字で，松下幸之助（松下電器産業創業者）によって，1946 年 11 月に PHP 研究所として創設され
た組織である。翌 1947 年 4 月には雑誌『PHP』が刊行された。
　教育の世界で PHP が注目されたのは 1980 年代半ばの臨時教育審議会（1984 年〜87 年）の議論に関
わってであった。臨時教育審議会は，1984 年 8 月の臨時教育審議会設置法により発足し，9 月から議





















　平澤正夫　「『PHP』─松下式管理思想」　　　『朝日ジャーナル』12 巻 4 号 1970 年 4 月
　山本明　　「PHP と読者たち」　　　　　　　 『別冊経済評論』通号 3 号 1970 年 10 月
　森住和弘　「『PHP』の「思想」と方法」　　　『前衛』通号 321 号 1971 年 4 月
　清水雅人　「『いんなあとりっぷ』と『PHP』」『現代の眼』17 巻 10 号 1976 年 10 月
　宮地正人　「資本による『日本的』価値観の組織化とその歴史
　　　　　　 ―『PHP』（一九四七年四月創刊）分析を中心に―」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『歴史評論』通号 340 号 1978 年 8 月


















































































































　協会の HP によると，行政からの事業委託も受けて講座を行った学校は，2016 年 10 月〜2017 年 9




































































3）日本教育新聞（2018 年 6 月 4 日）
4） 全文は https://www.pref.oita.jp/site/syakaikyoiku/2000627.html で見ることができる。（2019 年 3 月 3 日
参照）




7）拙稿「家庭教育支援条例の制定過程について─地方議会の会議録から─」（『学苑』941 号　2019 年 3 月）
8）『毎日新聞』（2007 年 4 月 26 日付朝刊）1 頁
9） 拙稿「改定教育基本法制下における家庭教育の政策動向について─家庭教育支援条例・家庭教育支援法案・
「親学」をめぐって─」（『学苑』929 号　2018 年 3 月）
10）原田前掲書　80 頁
11） 改定教育基本法は 2006 年 12 月 15 日に国会で成立し，12 月 22 日に公布・施行された。本書の刊行は，奥
付では 2007 年 1 月 10 日であり，ほぼ同時である。ちなみに親学推進協会の設立は 2006 年 12 月 21 日とさ
れており，教育基本法改定と合わせたものと推測できる。
12）『「親学」の教科書』109 頁
13） 原田前掲書　57 頁　親学会の活動については明らかにできなかったが，東京都生活文化局の HP（http://
www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/houjin/npo_houjin/list/ledger/0010818.html　2019 年 2 月 2 日参照）
では，少なくとも 2016 年度までは活動していることが分かる。理事長は益田晴代である。また日本財団か
ら 2006 年度〜2011 年度の間，約 560 万円の助成金を受けていたことも確認できる。（http://nippon.
zaidan.info/dantai/373937/dantai_info.htm　2019 年 2 月 2 日参照）
14）PHP 教育政策研究会編『親と教師が日本を変える』（PHP 研究所　2006 年）16-17 頁
15）同上書　32 頁
16）同上書　31 頁




19） 永岡順「臨教審教育改革における『自由化』理念の『個性主義』への展開過程」（『学校経営研究』1986 年 4
月）11-12 頁
20）山本明「PHP と読者たち」（『別冊経済評論』1970 年 10 月）213 頁
21）平澤正夫「『PHP』―松下式管理思想」（『朝日ジャーナル』1970 年 4 月）35-36 頁
22）森住和弘「『PHP』の「思想」と方法」（『前衛』1971 年 4 月）129 頁




26）http://oyagaku.org/advisor/（2018 年 12 月 12 日参照）
27）http://oyagaku.org/advisor/acquire.php（2018 年 12 月 12 日参照）
28）http://tanjo.org/about-birthing/（2019 年 3 月 8 日参照）
29）http://tanjo.org/wpcore/wp-content/uploads/2018/06/annualReport.pdf（2019 年 2 月 2 日参照）
30） 医師の池川明が，誕生学協会と親学推進協会の双方に関わっていたと思われるが，2019 年 3 月の時点で，
誕生学協会の顧問や理事などであることは確認できなかった。
31） 大葉ナナコ「誕生学の現場から─自己肯定感を高める試み」（『世界の児童と母性』71 号　資生堂社会福祉
事業団編　2011 年 10 月）17 頁
32）同上　18 頁
33）同上　18 頁
34）「潮流 大葉ナナコ氏に聞く㊤」（『週刊教育資料』No.1365　2015 年 11 月 16 日）5 頁





　　https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20170125-OYTET50043/（2019 年 2 月 28 日参照）
　　 なお，現在の「誕生学」の HP では「誕生学 ® スクールプログラムは，自殺予防教育ではありません。」と
述べられている。（http://tanjo.org/about-tanjogaku/　2019 年 3 月 11 日参照）
39） 本論では触れなかったが，大葉ナナコは前掲注 34）の『週刊教育資料』のインタビューで「二分の一成人
式」に言及している。「誕生学」や「二分の一成人式」のキーワードの一つは「感動」である。原田もこの
点に言及しているが，現在の教育界では「感動」が強調される傾向にある。この問題については稿を改めて
考えたい。
 （ともの　きよふみ　　総合教育センター）
